
PTA総会で講演会を実施しました 

令和6年 4月26日（金） 

 令和6年度のPTA総会が、4月２６日（金）に実施されまし

た。 

 そこで、京都大学大学院教育学研究科教授の楠見孝（くすみ 

たかし）先生に「探究学習による２１世紀型スキルの育成：高校

生の未来を拓く」というタイトルで、保護者の皆様と本校職員に向けて、御講演いた

だきました。 

 楠見先生は、京都大学で思考、言語、記憶に関する教育認知心理学的研究をさ

れ、昨今の教育的課題である批判的思考、リスク認知などを研究課題に取り上げて

みえます。 

 昨年度、本校職員が京都大学を訪問し、楠見先生に探究的な学びを推進するため

に生徒や保護者の皆様に必要なお話をしていただくようにお願いし、今回の講演が

実現しました。 

 お話の中で、「社会の変化と新しい学力の必要性」、

「探究学習とは」、「探究学習で育てる汎用能力：21世

紀型スキルの４Cs」、「探究学習で育てる批判的思考」、

「探究学習を行っている高校の事例」、「大学入試改革と探究学習への注目」につ



いて、スライドを活用しながらわかりやすく御説明いただきました。 

 講演の最後で探究活動の充実をすすめると、教科の学習時間が減り、入試の結果

に結びつかないのではないかという懸念についてお話しされました。先生によると

そのような不安は、先進校のデータを分析すると全く杞憂に終わるそうです。探究活

動をすすめ、興味・関心があることを深く学んでいくことによって、さらに学びに対す

る意欲が深まり、主体的に学ぶ姿勢ができることにより、かえって学力の伸長が客

観的に証明されていることが説明されました。 

 講演会の最後の質疑応答では、「今日、保護者の皆様が家に帰ってすぐにできる

探究的な問いかけは、どんなものでしょうか？」という質問に対して、楠見教授から

「普段から『今日はどうだった？』」という問いかけをして、生徒から言葉を引き出

し、それについて話題にすることで探究的な学びにつながるので、ぜひ実施してみて

ください。」という回答をいただきました。 

 今回、コロナ禍を乗り越え、かつての PTA総会を復活させるだけではなく、アカデ

ミックな講演を実施し、来年度から始まる津島高校・附属中学校の取組を先取りし

ました。これからも先進的な本校の取組の理解がすすむよう、アナウンスさせていた

だきます。 

文責:金澤 以下参考資料です。 

 



 

 


